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第１号議案 

令和３年度 事 業 報 告 書 

 

1．会員の状況 

 

（１） 正会員・賛助会員・団体会員 

         区別 
項目 

 
  正  会  員 

 
 賛 助 会 員 

 
 合       計 

 
 団 体 会 員 

 
 期         首 
 
 入         会 
 
 退         会 
 
 期         末 

 
１５６ 

 
  ４ 

 
  ４ 

 
１５６ 

 
６６ 

 
 ２ 

 
 ２ 

 
６６ 

 
２２２ 

 
  ６ 

 
   ６ 

  
２２２ 

 
 ７ 

 
 ０ 

 
 ０ 

 
 ７ 

 
 

（２） 入  会 

    ① 正会員 

会   員   名 入会承認年月日 所属支部 
               
アソシエ・ネット WORK 株式会社 
                
東京ライト工業  株式会社 

 
株 式 会 社  コ ー メ ー 

 
三光ライト工業 株式会社 

 
令和３年 ７月１５日 

 
令和４年 １月２０日 

 
令和４年 ３月１７日 

 
令和４年 ３月１７日 

 

 
城 北 支 部 

 
そ  の  他 

 
そ  の  他 

 
そ  の  他 

 
 

    ② 賛助会員 

会   員   名 入会承認年月日 所属支部 
 
S H P P ジャパン  合同会社 

 
東成エレクトロビーム 株式会社 
 

 
令和３年 ５月２０日 

 
令和３年１１月１８日 

 

 
材     料 

  
機     械 
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（３） 退 会 

    ① 正会員 

会   員   名 退会承認年月日 所属支部 
 
国 上 精 機 工 業  株 式 会 社 
 
DIC プラスチック 株式会社 
 
睦 化 工  株 式 会 社 
 
有限会社  サカモトビニール製作所 

 
令和３年 ７月１５日 

 
令和３年 ９月１７日 

 
令和３年１１月１８日 

 
令和４年 ３月１７日 

  

 
品 川 支 部 

 
城 北 支 部 

 
城 南 支 部 

 
江 東 支 部 

 
   

   ② 賛助会員 

会   員   名 退会承認年月日 所属支部 
 
山 下 マ テ リ ア ル  株 式 会 社 
 
株 式 会 社  ア フ タ ー 
 

 
令和４年 ３月１７日 

 
令和４年 ３月１７日 

 

 
機     械 

 
商     社 

 

 

（４）支部編成状況                                                 （   ）は前年度 

支     部 会   員   数 支     部 会   員   数 
 

都  心  支  部 
 

城  南  支  部 
 

品  川  支  部 
 
江  東  支  部 

 
墨  東  支  部 

 
２８（２８） 

 
１４（１５） 

 
１２（１３） 

 
１１（１２） 

 
２６（２６） 

 

 
城  北  支  部 

 
埼  玉  支  部 

 
新  潟  支  部 

 
そ    の    他 

 
２６（２６） 

 
１８（１８） 

 
１３（１３） 

 
 ８（ ５） 

 
       合                 計 
 

 
１５６（１５６） 
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（５） 賛助会員 

支     部 会   員   数 支     部 会   員   数 
  
 原    材     料 
 
 機           械 
 
そ  の  他 

 
９（ ８） 

 
２４（２４） 

 
１３（１３） 

  
 金           型 
 
 商           社 

 
 ４（ ４） 

 
１６（１７） 

 
 
 

 
       合                 計 

 
６６（６６） 

 
 

（６） 団体会員 

群馬県プラスチックス工業振興協会    構成会員   １０７社 

埼玉県プラスチックス振興会          構成会員     ３５社 

長野県プラスチック工業会            構成会員     ６５社 

茨城県プラスチック振興会      構成会員     ５７社 

新潟県プラスチック工業振興会    構成会員     ３９社 

福島県プラスチック工業会      構成会員   ２４社 

栃木県プラスチック工業振興会    構成会員     ６９社 

                  （７団体   計３９６社） 
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２．通常総会・理事会・その他会議 

 
(1) 通常総会 

 
開催日・場所 議        題 議     事 

3 年 10 月 28 日 
 上野精養軒 
（第 53 回） 

１．令和２年度事業報告承認の件 
２．令和２年度決算報告承認の件 
３．令和３年度事業計画（案）審議の件 
４．令和３年度収支予算（案）審議の件 
 

原案どおり承認された。 
原案どおり承認された。 
原案どおり承認された。 
原案どおり承認された。 
 

 
 
(2) 理事会 

 
開催日・場所 議        題 議     事 

3 年 4 月 15 日 
オンライン会議

による 
（第 386 回） 
 

１．第 53 回通常総会の件 
 

原案どおり承認された。 
 
 

3 年 5 月 20 日 
 上野精養軒 
（第 387 回） 

１．会員の入会・退会の件 
 
 
 
 
２．第 53 回通常総会の件 
 

下記のとおり承認された。 
正会員 賛助会員 

 入会   0   1 

退会   0   0 
 
原案どおり承認された。 
 

3 年 7 月 15 日 
オンライン会議

による 
（第 388 回） 

 

１．会員の入会・退会の件 
 
 
 
 
２．第 53回通常総会の件 

下記のとおり承認された。 
正会員 賛助会員 

 入会   1   0 

退会   1   0 
 
原案どおり承認された。 
 

3 年 9 月 17 日 
オンライン会議

による 
（第 389 回） 

 
 
 

１．会員の入会・退会の件 
 
 
 
 
２．第 53回通常総会の件 

下記のとおり承認された。 
正会員 賛助会員 

 入会   0   0 

 退会   1   0 

 

原案どおり承認された。 

3 年 10 月 28 日 
上野精養軒 
（第 390 回） 

１．本日の通常総会について 
 
２．来年度の役員改選について 

原案どおり承認された。 
 

原案どおり承認された。 
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3 年 11 月 18 日 
オンライン会議

による 
（第 391 回） 

 

１．会員の入会・退会の件 
  
 
 
 
２．令和４年賀詞交歓会の件 

下記のとおり承認された。 
    正会員 賛助会員 
 入会   0   1 

 退会   1   0 

 
原案どおり承認された。 
 

4 年 1 月 20 日 
オンライン会議

による 
（第 392 回） 

 

１．会員の入会・退会の件 
  
 
 
 
２．令和４年賀詞交歓会の件 
 
３．会員名簿作成の件 
 

下記のとおり承認された。 
    正会員 賛助会員 
 入会   1   0 

 退会   0   0 

 
原案どおり承認された。 
 
原案どおり承認された。 
 

4 年 1 月 20 日 
オンライン会議

による 
（第 393 回） 

 
 
 
 

１．会員の入会・退会の件 
  
 
 
 
２．第５４回通常総会の件 
 
３．神奈川県プラスチック工業会の件 
 
４．令和４年度役員の件 
 

下記のとおり承認された。 
    正会員 賛助会員 
 入会   2   0 

 退会   1   2 

 
原案どおり承認された。 
 
原案どおり承認された。 
 
原案どおり承認された。 
 

 
 
(3) 幹部会 

 
回  数 開  催  日 場       所 
 
第１８８回 

 第１８９回 
 第１９０回 
 
 第１９１回 
 

  
令和 ３年 ４月２８日 
令和 ３年１０月２８日 
令和 ４年 １月２０日 
 
令和 ４年 ３月 ３日 

  
東日本協会会議室 
上野精養軒 
開催中止（新型コロナウイルス感染症蔓延に伴

う賀詞交歓会中止のため） 
オンライン会議による 

 
 
(4) 新年賀詞交歓会 

令和４年１月２０日に上野精養軒で開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の急拡大を考慮 

し、１月１７日に急遽中止することといたしました。 



役　職 氏　名  　会社名等 役　職 氏　名  　会社名等

会 長 大 野 泰 昭 　株式会社石黒製作所 理 事 河 合 清 美 　河合電子工業株式会社

副 会 長 肥 後 武 展 　株式会社 リーデンス 理 事 小菅惠美子 　株式会社荒川樹脂

副 会 長 上 村 俊 彦 　かみむら化学株式会社 理 事 佐 藤 昭 　株式会社サトーゴーセー

副 会 長 住 田 嘉 久 　日ノ出樹脂工業株式会社 理 事 滝 口 裕 　株式会社滝口製作所　　

副 会 長 山下慎一郎 　山下電気株式会社 理 事 福 田 晴 通 　旭モールディング株式会社

専務理事 ※ 八 尋 一 恭 　東日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品工業協会 理 事 腰 越 稔 　協和精工株式会社

理 事 池下龍一郎 　不二プラスチック株式会社 理 事 関 根 忠 　株式会社ミクロ精工

理 事 野 坂 晃 司 　大栄株式会社 理 事 早 川 聖 人 　株式会社日新化成

理 事 村 口 公 浩 　株式会社高福化学 理 事 平 田 照 雅 　平田精工ジャパン株式会社
　埼玉県プラスチックス振興会　35社

理 事 佐 藤 義 明 　株式会社イガラシコーカ 理 事 内 山 三 男 　長野県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業会
　65社

理 事 嶋 田 修 二 　浅間合成株式会社 理 事 長谷川矩之 　群馬県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ工業振興協会
　107社

理 事 内 藤 隆 夫 　平和工業株式会社 理 事 武 田 久 徳 　茨城県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ振興会
　57社

理 事 渋 谷 脩 己 　有限会社　開成工業 理 事 大 山 剛 　新潟県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業振興会
　39社

理 事 平 塚 隆 文 　株式会社三光社 理 事 池 添 亮 　栃木県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業振興会
　69社

理 事 伊 藤 宏 使   株式会社 ヒロプラス 理 事 安 斎 由 二 　福島県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業会
　24社

理 事 曽 我 部 大 　株式会社新上 監 事 古 澤 正 弘 　株式会社フルプラ

理 事 長 島 勝 敏 　株式会社千葉工業所 監 事 谷 和 雄 　有限会社大里化工　

理 事 原 田 裕 司 　大塚産業株式会社 監 事 野邊弘一郎 　エンゼル産業株式会社

理 事 植 田 好 司 　株式会社 植田電器製作所　　

令和３年度　役員

一般社団法人 東日本プラスチック製品工業協会
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会   員   団   体

埼玉県 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ 振興会

技 能 検 定 運 営 委 員 会

事　　     業　     　系

能 力 開 発 推 進 委 員 会

Ａ Ｐ Ｍ 会

群馬県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ工業振興協会

都 心 支 部

城 南 支 部

新 潟 支 部 そ の 他

長 野 県 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 工業会

茨 城 県 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 振興会

新潟県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業振興会

福 島 県 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 工業会

品 川 支 部

江 東 支 部

墨 東 支 部

城 北 支 部

総 務 委 員 会

各　　　支　　　部

共 済 事 業 委 員 会

環 境 委 員 会

工業協会組織図

副     会     長 副     会     長

理　　 　事　 　　会

会                長

栃木県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工業振興会埼 玉 支 部

事      務      局

青 年 経 営 研 究 会

技 能 士 委 員 会

会 員 委 員 会 （ 親 睦 ・ 渉 外 ）

製 品 技 術 部 会

総　　　　　　　　　会

会　     　務　     　系　
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令和３年度　　委員会・部会一覧表

      会　長　(大野泰昭 ）　  　副会長　（肥後武展、上村俊彦、住田嘉久、山下慎一郎）　  　専務理事　（ 八尋 一恭 ）

副委員長・

副部会長

上村　俊彦 住田　嘉久 肥後　武展 山下慎一郎 大野　泰昭 伊藤　宏使 平塚　隆文 滝口　　裕 嶋田　修二 平田　照雅

かみむら化学㈱ 日ノ出樹脂工業㈱ ㈱リーデンス 山下電気㈱ ㈱石黒製作所 ㈱ヒロプラス ㈱三光社 ㈱滝口製作所 浅間合成㈱ 平田精工ジャパン㈱

山下慎一郎 野邊弘一郎 関根　　忠 曽我部　上 佐藤　昭

山下電気㈱ エンゼル産業㈱ ㈱ミクロ精工 ㈱新上 ㈱サトーゴーセー

腰越　　　稔 住田　嘉久 嶋田　修二 大野　泰昭 肥後　武展 佐藤　昭 山下慎一郎 滝口　　裕 古澤　正弘

協和精工㈱ 日ノ出樹脂工業㈱ 浅間合成㈱ ㈱石黒製作所 ㈱リーデンス ㈱サトーゴーセー 山下電気㈱ ㈱滝口製作所 ㈱フルプラ

大野　泰昭 須﨑　　一 肥後　武展 山下慎一郎 佐藤　　昭 岩﨑　武治 大山　徹男

㈱石黒製作所 ㈱信幸産業 ㈱リーデンス 山下電気㈱ ㈱サトーゴーセー

須﨑　　一 小泉　博義 大野　泰昭 佐藤　　昭 岩﨑　武治 谷　　和雄 滝澤 徳明

㈱信幸産業 ツバキ山久チエイン㈱ ㈱石黒製作所 ㈱サトーゴーセー ㈲大里化工 昭和電器㈱

小泉　博義 丸田　　陽 大山　徹男 竹内　信之 山本　健太 福山　勝久 吉田　英敏 中村　久智

ツバキ山久チエイン㈱ 泰興物産㈱ 天昇電気工業㈱ 日本成型産業㈱ 駒沢化成㈱ 積水化学工業㈱

上村　俊彦 原田　裕司 嶋田　修二 福田　晴通

かみむら化学㈱ 大塚産業㈱ 浅間合成㈱ 旭モールディング㈱

植田　好司 嶋田　修二 山下慎一郎 佐藤　義明 平塚　隆文 福田　晴通 桜田　喜久男 淺見　好邦

㈱植田電器製作所 浅間合成㈱ 山下電気㈱ ㈱イガラシコーカ ㈱三光社 旭モールディング㈱ 日精樹脂工業㈱ 日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ工業㈱

委　　　　員

専門委員会・小委員会

委員長・部会長

環境委員会

ＡＰＭ会

能力開発推進委員会
（東日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ専門学院）

共済事業委員会

総務委員会

専 技能士委員会

小

技能検定運営委員会

野坂　晃司（大栄㈱）

委　　　　員委　　　　員
委員会・部会・研究会

委　　　　員 委　　　　員

青年経営研究会 村口　公浩

㈱高福化学

曽我部　大

㈱新　　上

製品技術部会

伊藤宏使（㈱ヒロプラス） 大塚産業㈱ ㈱植田電器製作所

委　　　　員

原田　裕司

委　　　　員 委　　　　員

植田　好司

日ノ出樹脂工業㈱ 浅間合成㈱

住田　嘉久 嶋田　修二
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３．事業の概要（個別事業） 

会 務 系 

（Ⅰ） 会員行事                                  

（１） 第 53 回通常総会     令和 3年 10 月 28日               （於 上野精養軒） 

    新型コロナウイルス感染症蔓延に鑑み会員(正会員・賛助会員・団体会員)のみで実施。懇親会は中止。   

      （出席者  正会員 27 名（委任状 89 名） 団体会員 3名 賛助会員 8名  合計 38 名） 

  

（２） 新年挨拶会        新型コロナウイルス感染症の感染拡大から急遽開催中止       

 

（３） ＡＰＭ会   

    第 182 回  令和 3年 4月 23 日                  （於 久能カントリークラブ） 

       第 183 回  令和 3年 6月 17 日                    （於 アスレチックガーデンゴルフクラブ） 

     第 184 回  令和 3年 11 月 11 日                    （於 東京バーディクラブ） 

 

（Ⅱ） 共済事業委員会                                         （担当理事 腰 越   稔） 

 （１） 第 61 回委員会      令和 3年 5月 20 日           オンライン形式(Zoom)による 

  

（２） 第 62 回委員会      令和 3年 9月 18 日           オンライン形式(Zoom)による 

 

（３） 第 63 回委員会      令和 3年 11 月 18 日           オンライン形式(Zoom)による 

   

 【令和３年度実績】 

  ①共同購買事業 

  ＥＴＣ斡旋事業（384千円）、 ユニホ－ム・安全靴（70千円）、離型剤（25千円）、 

タオル（43千円）、カレンダ－・扇子（24千円）、プラスチック手帳（34千円） 

  ②保険の事務代行に関する事業             

   プルデンシャルグル－プ保険（12千円） 

ＰＬ保険（42千円） 

 

事 業 系 

（Ⅰ） 製品技術部会                                         （担当理事 植田 好司） 

 （１）会員の状況 

期 首 加 入 退 会 期 末 

37 社 2 社 1 社 38 社 

      (加入)㈱プラモール精工、㈱環境経営総合研究所 

   (退会)高圧化工㈱ 
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（２）会議の概要  

    通常総会 

開 催 日 議     題 議     事 

書面決議による 

提案日 

(令和3年4月28日） 

決議日 

(令和 3 年 6 月 9日） 

1.令和２年度 事業報告承認の件 

2.令和２年度 収支報告承認の件 

3.令和３年度 事業計画案審議の件 

4.令和３年度 収支予算案審議の件 

原案どおり了承された。 

原案どおり承認された。 

原案どおり承認された。 

原案どおり承認された。 

  

（３）事業の概要 

①講演会(オンラインセミナー)の開催 

 コロナ禍に鑑みいずれもオンライン会議システムでの開催 

 1）紙パウダー入り複合プラスチック原料「MAPKA®」のご紹介 

  (内 容)プラスチックの使用量を減らす新素材について 

(開催日)令和 3年 7月 8日  

(講 師)㈱環境経営総合研究所 

 2）成形条件の固定化で儲かる成型工場の実現 

  (内 容)成形条件の固定化によりチョコ停や品質不良が激減し、生産性が大幅にアップする。 

  (講 師)㈱プラモール精工 

  ②工場見学会 

   新型コロナウイルス感染症の終息が見られず、開催を見送った。 

 

（Ⅱ） 能力開発推進委員会                                 （担当理事 大 野 泰 昭） 

（１）普通職業訓練 短期課程技能士コース（通信制） 

    4 月 9 日       訓練開始（テキスト、課題送付） 1 級技能士コース（第 34 期）  5 社   6 名 

                 〃                      2 級技能士コース（第 48 期） 14 社 18 名 

   11 月 18 日      東京都へ修了試験問題届出 

    1 月 15 日～17 日 スクーリング(面接指導)   国立オリンピック記念青少年総合センター 

                                     出席者  1 級 3 名      2 級  13 名 

                                                          復学者  1 級 4 名      2 級   5 名 

                              休学者    1 級 3 名    2 級   4 名 

       1 月 19 日       修了試験                          合格者   1 級 7 名     2 級 17 名 

    1 月 22 日～23 日 補講・追試           出席・追試合格                  2 級  1 名 

3 月 25 日                               修了者数    1 級 7 名     2 級  18 名 

 

（２）新入社員教育講座（プラスチック成形基礎技術科） 

①  学科コース 4 月 15 日・16 日   受講者    11 社  22 名 

東京都立中央・城北職業能力開発センター板橋校 (以下「板橋校」と記載) 

②  実技コース 4 月 17 日・18 日    受講者     13 社  31 名        板橋校 
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③  計測コース 4 月 24 日       受講者      5 社  11 名         板橋校 

 

（３）技能向上講座 （技能検定学科試験受検対策） 

6 月 12 日・13 日            受講者      9 社  10 名             板橋校 

                                                                (受講者全員合格 9 社 10 名) 

 
（４）技能向上講座（樹脂替えと成形不良対策） 

A コース 6 月 19 日・20 日    受講者    18 社  20 名            板橋校 

                                            (内実技試験合格  6 社 6 名) 

    B コース 6 月 26 日・27 日     受講者      9 社  11 名            板橋校 

                                                 (内実技試験合格  5 社  6 名) 

        C コース 7 月 3 日・4 日       受講者     15 社  21 名             板橋校 

                                                 (内実技試験合格   6 社  9 名) 

       【参考】同講座受講者の実技試験合格占有率 

         1 級合格   8 名 （内実技講習会受講 22 名中合格者  6 名：合格占有率 75.0％） 

         2 級合格  23 名 （内実技講習会受講 30 名中合格者 15 名：合格占有率 65.2％） 

               1,2 級計  31 名 （内実技講習会受講 52 名中合格者 21 名：合格占有率 67.7％） 

 
（５）成形技術講座（射出成形 その基礎と応用） 

        東京都オーダーメード講習制度を利用。講師謝金と会場費・材料費は東京都負担、教材費は専門 

学院負担。この制度は講習時間上限が 24 時限(1 時限は 45 分換算)。従って下記のとおり基礎と 

応用 2 コースを開催の為、同制度を 2 回使用している事になる。特別講習は 100%専門学院負担。 

  講習期間  開始  10 月 23 日 ～ 終了 11 月 27 日 まで土日 7 日間 56 時限 

         基礎コース 10 月 23 日、24 日、11 月 6 日            24 時限 

        応用コース 11 月 7 日、20 日、21 日              24 時限 

         特別講習   11 月 27 日                                8 時限 

              受講者      14 社 20 名                     板橋校 

 
（６）技能検定実技試験受検用講習会 

令和 4 年 2 月 26 日、27 日 、3 月 5 日、6 日       1 級用受講者 12 社 15 名       板橋校 

令和 4 年 3 月 12 日、13 日、19 日、20 日       2 級用受講者 19 社 29 名       板橋校 

 

（７）会議等の開催 

4 月 1 日              令和２年度 認定訓練実施状況報告書提出            (管轄)城東校 

4 月 1 日             令和３年度 認定訓練実施計画書提出               (管轄)城東校  

8 月 11 日           訓練講師会議（修了試験問題作成会議）                    工業協会 

 10 月 13 日            令和３年度 認定訓練実施状況調査及び訓練事務指導      工業協会 
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10 月 15 日            令和３年度 能力開発推進委員会                  板橋校 

11 月 18 日             令和３年度 修了時試験問題等提出                   東京都 

12 月 13 日             令和３年度 修了時試験問題等審査結果（軽微な指摘 2 件） 

 

（Ⅲ） 技能検定運営委員会                                    （担当 須 﨑    一） 

（１）経過報告 

①前期技能検定（プラスチック成形職種 1.2 級射出成形作業） 

   3 月 1 日       前期技能検定実施公示 

     4 月 5 日～16日    都職能前期受験申請受付期間（協会では 3月から事前受理） 

   4 月 6 日       上記申請書都職能へ提出 

5 月 14 日付       技能検定委員、補佐員推薦、協力協定書締結（提出は 5月 19 日）             

    5 月 22 日      金型（№163,193,226,263,275,293）のトライ 

       5 月 31 日         実技試験問題公表及び受検票・実技試験問題等受検申請者に発送 

                       首席検定員・事務局合同会議 緊急事態宣言に伴い、中止 

6 月 2日          実技試験水準調整会議 

6 月 5日          実技試験実施説明会（射出成形 午前：1級 午後：2級） 

    7 月 10,11,17 日      受検機械取扱説明会（射出成形） 

    7 月 22 日         各成形機メーカーによるシリンダー清掃・機械点検作業の立会 

7 月 23 日         午後から 試験会場準備 

    7 月 24 日～8月 7日 実技試験の実施 

8 月 8日            実技試験製品採点・後片付け、検定資材等の整理整頓 

9 月 25 日           検定用金型評価・検討修正打合せ 

      10 月 1日          前期技能検定合格発表 

    10 月 15 日         技能検定運営委員会、前期検定実技試験検討会 

    ②後期技能検定（プラスチック成形職種 3 級射出成形作業） 

≪3 級射出成形作業≫ 

 9 月 1 日   後期技能検定実施公示・実技試験実施団体説明会            都職能 

9 月 17 日～10 月 5日後期受検申請受付                                   工業協会 

10 月 7 日  後期検定受検申請書都職能へ提出 

11 月 12 日付 技能検定委員、補佐員推薦、協力協定書締結（提出は 11月 10 日） 

11 月 26 日  実技試験問題公表 

11 月 26 日  受検票・実技試験問題等発送 

       11 月 26 日  実技試験 首席・事務局会議                      都職能 

12 月 4 日   実技試験水準調整会議・実技試験実施説明会・受検機械取扱説明会    板橋校 

12 月 4 日    実技試験の実施・製品採点・後片付け                     板橋校 

      2 月 6 日   学科試験 

      3 月 11 日  後期技能検定合格発表                                   

 ≪特級 プラスチック成形職種≫ 

      1 月 29 日  学科・実技試験 
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        3 月 11 日  後期技能検定合格発表                                     

 

（２） 令和３年度技能検定合格状況                       （東京都） 

 

 

 

 

 

 

（Ⅳ） 青年経営研究会                                       （担当  村 口 公 浩） 

（１）会員の状況 

  正会員 特別会員 会員数 

令和３年度期首 １７社  ８社 ２５社 

令和３年度期末 １７社  ８社 ２５社 

   (入退会)期中の入退会なし 

 

（２）定時総会 

開  催  日 議            題 議          事 

令和３年４月３０日 

（第５４回） 

定時総会 

書面決議による 

１．令和２年度事業報告 

２．令和２年度決算報告 

３．令和３年度事業計画 

４．令和３年度収支予算 

原案通り承認 

原案通り承認 

原案通り承認 

原案通り承認 

 

（３）役員会 

 

 開 催 日 

 

議             題 

 

議            事 

令和３年１０月２１日 

（第３２１回） 

１． 下期事業計画の件 

２． 下期役員会計画の件 

○忘年会 

○役員会日程 

令和３年１１月１０日 

  （第３２２回） 

１．下期事業計画の件 

２．忘年会の件 

○新年会、勉強会、総会 

○忘年会会場、費用の確認 

令和３年１２月９日 

（第３２３回） 

１．本日の忘年会の件 

２．新年会の件 

○忘年会進行等の確認 

○新年会会場、費用の確認 

 

（４）会議、研修会等 

   令和３年４月３０日    第５４回通常総会 書面決議による（決議日４月３０日） 

令和３年７月３日     ゴルフ交流会中止 於（富士レイクサイドカントリークラブ） 

令和３年１０月２１日   第３２１回役員会       於 (東日本協会会議室) 

令和３年１１月１０日   第３２２回役員会       於（もつ焼き 稲垣） 

令和３年１２月９日    第３２３回役員会・忘年会   於 (ラ・プロヴァンス) 

実

施 

級 作   業 申請者 実 技 試 験 学 科 試 験 技能士 

受検者 合格者 受検者 合格者 

前

期 

1 級 射出成形作業 41 36 8 21 18 8 

2 級 射出成形作業 57 48 23 25 22 24 

後

期 

特級 プラスチック成形 12 8 4 12 5 5 

3 級 射出成形作業 8 8 7 8 7 7 

合      計 118 100 42 66 52 44 
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４．支部会等の開催 

新型コロナウイルス感染症の蔓延からいずれの支部会も中止となりました。 

以下を除く各団体の通常総会も書面決議がなされています。 

支 部 名 開 催 日 場   所 

 

埼玉県プラスチックス振興会 

・総会 

 

栃木県プラスチック工業振興会 

・総会 

 

 

令和 3年 6 月 18 日 

 

 

令和 3年 5 月 14 日 

 

埼玉会館 

 

 

サンプラザ栃木 
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５．全日本プラスチック製品工業連合会 

 

役員等（但し、東日本工業協会役員のみ記載） 

 

副  会  長    大野 泰昭    株式会社 石黒製作所 

理 事    上村 俊彦    かみむら化学 株式会社 

   〃       肥後 武展    株式会社 リーデンス 

   〃       住田 嘉久    日ノ出樹脂工業 株式会社 

   〃       山下慎一郎    山下電気 株式会社 

   〃       佐藤  昭    株式会社 サトーゴーセー 

  〃       内藤 隆夫    平和工業 株式会社 

〃       腰越  稔    協和精工 株式会社 

   〃       滝口  裕    株式会社  滝口製作所 

〃       嶋田 修二    浅間合成 株式会社 

〃       平田 照雅    平田精工ジャパン 株式会社 

 

専 務 理 事    八尋 一恭    （一社）東日本プラスチック製品工業協会 

 

監 事    古澤 正弘    株式会社 フルプラ 

 

総 務 委 員 会    上村 俊彦    かみむら化学 株式会社 

   〃       八尋 一恭    （一社）東日本プラスチック製品工業協会 

 

技能検定推進委員会  須﨑  一    株式会社 信幸産業 

   〃       安達  豪    （一社）東日本プラスチック製品工業協会 
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総会・理事会・委員会等 

 

 第６０回通常総会        令和 ３年１０月 ４日 (決議があったとみなされる日)   

                 ※新型コロナウイルス感染症の蔓延に鑑み書面決議による 

                 （提案日 令和 ３年 ９月１５日） 

  

令和４年新年賀詞交歓会     ※新型コロナウイルス感染症の蔓延に鑑み開催中止 

 

第１９４回理事会        令和 ３年 ７月２６日 (決議があったとみなされる日)   

                 ※新型コロナウイルス感染症の蔓延に鑑み書面決議による 

                 （提案日 令和 ３年 ６月１８日） 

  

第１９５回理事会        令和 ４年 ３月２５日 (決議があったとみなされる日)   

                 ※新型コロナウイルス感染症の蔓延に鑑み書面決議による 

                 （提案日 令和 ４年 ３月 ７日） 

 

 事務局会議               

第１回             令和 ３年 ４月３０日   オンライン会議による 

第２回             令和 ３年１０月２９日     東日本協会会議室 



令和３年度事業報告 附属明細書 

 

 

 

令和３年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」 

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しな

いので、作成しない。 
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第２号議案

貸　　借　　対　　照　　表
　　　令和４年３月３１日現在 （単位：円）

当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　　１．流動資産

現 金 86,142 241,954 △ 155,812
当 座 預 金 11,421,065 8,795,966 2,625,099
振 替 貯 金 1,928,162 2,250,706 △ 322,544
普 通 預 金 20,389,671 17,684,465 2,705,206
商 品 材 料 481,743 387,088 94,655
未 収 金 83,080 119,075 △ 35,995
立 替 金 63,450 63,450 0

　流動資産合計 34,453,313 29,542,704 4,910,609
　　２．固定資産

（１）基本財産
基本財産合計 0 0
（２）特定資産
特定資産合計 0 0
（３）その他固定資産

敷 金 3,329,305 3,329,305 0
電 話 加 入 権 175,600 175,600 0
退 職 手 当 引 当 預 金 1,876,080 7,721,080 △ 5,845,000
その他引当定期預金 17,400,000 17,400,000 0
金 型 定 期 預 金 1,000,000 1,000,000 0
金 型 3 3 0

　固定資産合計 23,780,988 29,625,988 △ 5,845,000
　資産合計 58,234,301 59,168,692 △ 934,391
Ⅱ負債の部
　　１．流動負債

前 受 会 費 1,344,900 1,100,300 244,600
前 受 受 講 料 2,541,000 1,834,800 706,200
未 払 金 1,913,600 1,806,200 107,400
預 り 金 3,709,920 2,860,700 849,220

　流動負債合計 9,509,420 7,602,000 1,907,420
　　２．固定負債

退 職 給 与 引 当 金 1,876,080 7,721,080 △ 5,845,000
　固定負債合計 1,876,080 7,721,080 △ 5,845,000
　負債合計 11,385,500 15,323,080 △ 3,937,580
Ⅲ　正味財産の部
　　１．指定正味財産

指定正味財産合計
　　２．一般正味財産

一 般 正 味 財 産 合 計 46,848,801 43,845,612 3,003,189
正味財産合計 46,848,801 43,845,612 3,003,189

　負債及び正味財産合計 58,234,301 59,168,692 △ 934,391

令和３年度　決算報告書

科　　　　目
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令和4年3月31日

（単位：円）

（資産の部）

Ⅰ流動資産

　１．現　金　預　金

　　　（１）現　　　金　　　現金手許有高 ４口 86,142

　　　（２）当座預金　　　　　　〃　　  　　１口 11,421,065

　　　（３）振替貯金　　　　　　〃　  　　　２口 1,928,162

　　　（４）普通預金　　　　　　〃　　 　 　５口 20,389,671

　２．商　品　材　料 481,743

　３．未　収　入　金　 83,080

　４．立　　替　　金 63,450

　　　　　　流　動　資　産　合　計 34,453,313

Ⅱ固定資産

　１．定期預金　　　 　　　　　　５口 17,400,000

　２．電　話　加　入　権　　　　５本 175,600  

　３．敷　　　　　　　　金　　　　築地小山ビル 3,329,305

　４．金型引当預金　　　　　　みずほ銀行築地支店 1,000,000

　５．退職給与引当預金　　　三井住友銀行京橋支店 1,876,080

　６．金　　　　　　　　型 3

　　　　　　固　定　資　産　合　計 23,780,988

　　　　　資　　　　　　産　　　　　　合　　　　　　計 58,234,301

（負債の部）

Ⅰ流動負債

　１．前受会費　　　６２件 1,344,900

　２．前受受講料（通信教育講座） 2,541,000

　３．預り金（所得税・入会金・検定受検料） 3,709,920

　４．未払金　　　　　３件 1,913,600

9,509,420

Ⅱ固定負債

　１．退職給与引当金 1,876,080

　　　　　　固　定　負　債　合　計 1,876,080

　　　　　負　　　　　　債　　　　　　合　　　　　　計 11,385,500

　　　　　　　　　　　　　　　　財　　産　　目　　録
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　　　　　正　　　　　　味　　　　　　財　　　　　　産 46,848,801

未払消費税 642,600
未払還付金 781,000
未払金（退任役員） 490,000

1,913,600
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令和3年4月1日から　令和4年3月31日まで

（単位：円）

当年度 前年度 差　異

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

　（１）経常収益

　　　　受取会費 正 会 員 会 費 収 入 16,647,800 16,803,000 △ 155,200
賛 助 会 員 会 費 6,326,000 6,344,000 △ 18,000
新 規 入 会 会 費 423,800 419,100 4,700
特 別 会 費 1,091,200 1,108,800 △ 17,600
部 会 等 会 費 1,568,000 1,586,000 △ 18,000

　　　　事業収入 継 続 事 業 収 入 9,196,636 5,940,058 3,256,578
一 般 事 業 収 入 2,869,723 4,911,097 △ 2,041,374
事 務 受 託 収 入 4,578,900 4,857,900 △ 279,000

　　　　受取補助金等収入 0 3,822,408 △ 3,822,408
　　　　雑収入 189,126 8,990 180,136

42,891,185 45,801,353 △ 2,910,168
　（２）経常費用

　　　　管理費 25,636,862 24,966,053 670,809
人 件 費 17,860,428 17,674,713 185,715
事 務 費 1,052,859 988,216 64,643
事 務 所 費 5,423,017 5,408,926 14,091
諸 支 出 金 1,300,558 894,198 406,360

　　　　事業費 13,181,001 13,032,867 148,134
会 議 費 646,974 1,278,788 △ 631,814
一 般 事 業 費 5,467,854 6,998,919 △ 1,531,065
部 会 別 事 業 費 7,066,173 4,755,160 2,311,013

38,817,863 37,998,920 818,943
4,073,322 7,802,433 △ 3,729,111

２．経常外増減の部

　（１）経常外収益 退 職 給 与 引 当 金 戻 入 6,845,000 0 6,845,000
0 0 0

経 常 外 収 益 計 6,845,000 0 6,845,000
　（２）経常外費用

　　　　引当金等繰入額 引 当 金 等 繰 入 1,000,000 1,000,000 0
退 職 金 6,845,000 0 6,845,000
貸 倒 損 失 0 0 0

7,845,000 1,000,000 6,845,000
△ 1,000,000 △ 1,000,000 0

70,133 70,340 △ 207
3,003,189 6,732,093 △ 3,728,904

43,845,612 37,113,519 6,732,093
46,848,801 43,845,612 3,003,189

Ⅱ指定正味財産増減の部

Ⅲ正味財産期末残高 46,848,801 43,845,612 3,003,189

　　　　正味財産増減計算書

項　　　目

経 常 外 費 用 計

当 期 経 常 外 増 減 額

法 人 税 等

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

経 常 費 用 計

経 常 収 益 計

当 期 経 常 増 減 額

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
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（単位：円）

継続 継続 その他 内部取引

（技能検定） （能力開発） 法人会計 消去

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

　（１）経常収益

　　　　受取会費収入 正 会 員 会 費 収 入 16,647,800 16,647,800
賛 助 会 員 会 費 6,326,000 6,326,000
新 規 入 会 会 費 423,800 423,800
特 別 会 費 1,091,200 1,091,200
部 会 等 会 費 1,568,000 1,568,000

　　　　事業収入 継 続 事 業 収 入 4,869,727 4,326,909 0 9,196,636
一 般 事 業 収 入 2,869,723 2,869,723
事 務 受 託 収 入 4,578,900 4,578,900

　　　　受取補助金等収入 0 0
　　　　雑収入 13,542 174,697 887 189,126

4,883,269 4,501,606 33,506,310 42,891,185
　（２）経常費用

　　　　管理費 5,419,500 6,196,200 14,021,162 25,636,862
人 件 費 5,358,000 5,893,000 6,609,428 17,860,428
事 務 費 1,052,859 1,052,859
事 務 所 費 5,423,017 5,423,017
諸 支 出 金 61,500 303,200 935,858 1,300,558

　　　　事業費 4,336,333 2,583,529 6,261,139 13,181,001
会 議 費 646,974 646,974
一 般 事 業 費 56,300 70,380 5,341,174 5,467,854
部 会 別 事 業 費 4,280,033 2,513,149 272,991 7,066,173

9,755,833 8,779,729 20,282,301 38,817,863
△ 4,872,564 △ 4,278,123 13,224,009 4,073,322

２．経常外増減の部

　（１）経常外収益 退職給与引当金戻入 6,845,000 6,845,000

6,845,000 6,845,000
　（２）経常外費用

　　　　引当金等繰入額 引 当 金 等 繰 入 1,000,000 1,000,000
退 職 金 6,845,000 6,845,000
貸 倒 損 失 0 0

7,845,000 7,845,000
△ 1,000,000 △ 1,000,000

5 7 70,121 70,133
△ 4,872,569 △ 4,278,130 12,153,888 3,003,189

43,845,612
46,848,801

Ⅱ指定正味財産増減の部

Ⅲ正味財産期末残高 46,848,801

法 人 税 等

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額

合　　計

経 常 費 用 計

　　　　正味財産増減計算書内訳表

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

経 常 収 益 計

　　　　　　令和3年4月1日から　令和4年3月31日まで

項　　　目

当 期 経 常 増 減 額

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

経 常 外 費 用 計

当 期 経 常 外 増 減 額

経 常 外 収 益 計

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高
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本部 　諸手当 892,125
　通勤手当 515,500

1,407,625
↓

　　　一般事業費 技能検定４％ 56,305 56,300
能力開発５％ 70,381 70,380
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（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

本部会計 青年経営研究会 製品技術部会 能力開発 技能検定
１．収入の部
会 費 収 入 26,056,800 24,488,800 1,100,000 468,000
事 業 収 入 16,645,259 7,448,623 4,326,909 4,869,727
部 会 振 替 4,115,000 4,115,000
受 取 補 助 金 等 収 入 0 0
雑 収 入 189,126 737 93 57 174,697 13,542
経 常 収 益 計 47,006,185 36,053,160 1,100,093 468,057 4,501,606 4,883,269
２．支出の部
管 理 費 25,636,862 25,636,862
事 業 費 13,181,001 6,114,828 266,372 6,619 2,513,149 4,280,033
本 部 振 替 4,115,000 110,000 45,000 3,000,000 960,000
経 常 費 用 計 42,932,863 31,751,690 376,372 51,619 5,513,149 5,240,033
当 期 経 常 増 減 額 4,073,322 4,301,470 723,721 416,438 △ 1,011,543 △ 356,764
経 常 外 収 益 6,845,000 6,845,000 0 0 0 0
経 常 外 費 用 7,845,000 7,845,000 0 0 0 0
法 人 税 等 70,133 70,105 10 6 7 5
当期一般正味財産増減額 3,003,189 3,231,365 723,711 416,432 △ 1,011,550 △ 356,769
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 43,845,612 23,774,839 6,612,234 4,342,393 5,963,638 3,152,508
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 46,848,801 27,006,204 7,335,945 4,758,825 4,952,088 2,795,739

本部会計 青年経営研究会 製品技術部会 能力開発 技能検定
１．資産の部
流 動 資 産 合 計 34,453,313 15,545,119 4,935,945 3,658,825 4,896,288 5,417,136
固 定 資 産 合 計 23,780,988 16,380,985 2,400,000 1,100,000 2,900,000 1,000,003
資 産 合 計 58,234,301 31,926,104 7,335,945 4,758,825 7,796,288 6,417,139
２．負債の部
流 動 負 債 合 計 9,509,420 3,043,820 0 0 2,844,200 3,621,400
固 定 負 債 合 計 1,876,080 1,876,080 0 0 0 0
負 債 合 計 11,385,500 4,919,900 0 0 2,844,200 3,621,400
３．正味財産の部
一般正味資産・繰越収支差
正 味 財 産 合 計 46,848,801 27,006,204 7,335,945 4,758,825 4,952,088 2,795,739
（ 当 期 正 味 財 産 増 減 ） 3,003,189 3,231,365 723,711 416,432 △ 1,011,550 △ 356,769
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 58,234,301 31,926,104 7,335,945 4,758,825 7,796,288 6,417,139

令和4年3月31日現在

部　　門　　別　　正　　味　　財　　産　　増　　減　　書

科　　　　　目 合　　　計
部　　　門　　　別　　　会　　　計

部　　門　　別　　貸　　借　　対　　照　　表

科　　　　　目 合　　　計
部　　　門　　　別　　　会　　　計
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財務諸表に対する注記 

１．継続事業の前提に関する注記 
継続事業の前提に疑義はない。 

 
２．重要な会計方針 

（1） 資金の範囲 
資金の範囲には、現金・預金・商品・未収入金・立替金・前受金・未払金・預り金を

含めている。 
（2） 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 金型の償却方法は定率法による。 
（3） 引当金の計上基準 

退職給与引当金については、給与規定に基づき期末在籍職員の要支給額を計上してい

る。 
（4） 消費税の会計処理 

消費税の会計処理については、税込方式によっている。 
 

３．会計方針の変更 
該当はなし。 

 
４．貸借対照表に関する注記 

（1）理事及び監事に対する金銭債権及び金銭債務貸借対照表に関する注記 
特になし。 

 
５．重要な後発事象 

該当はなし。 
 

附属明細書 

１．特定資産の明細 
特になし。 

２．引当金の明細                           （単位：円）   
科 目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

目的使用 その他 
退職給与引当金 7,721,080 1,000,000 6,845,000 0 1,876,080 

合 計 7,721,080 1,000,000 6,845,000 0 1,876,080 

３．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高     （単位：円） 
種  類 取 得 日 取得価額 減価償却累計額 当期償却額 当期末残高 

金  型 平成26.07.09 1,836,000 1,835,999 0 1 

金  型 平成28.12.19 1,836,000 1,835,999 0 1 

金  型 平成30.10.01 2,160,000 2,159,999 0 1 

４．関連当事者との取引の内容 
該当はなし 

５．重要な後発事象 
該当はなし 
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監 査 報 告 書 
 
一般社団法人東日本プラスチック製品工業協会 
  会 長  大 野 泰 昭 殿 
 
私たち監事は、当協会の令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの令和３年度の

事業報告、計算書類、これら附属明細書並びに理事の職務の執行について監査を行いまし

たので、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第９９条第１項及び一般社団法人及

び一般財団法人に関する法律施行規則第３６条及び第４５条の規定に基づき本監査報告書

を作成し、以下のとおり報告します。 

 

１．監査の方法及びその内容 

監事間で協議のうえ監査を実施いたしました。 

具体的には、理事会その他の会議に出席し、会計帳簿、会計書類、重要な決裁文書及

び報告書を閲覧し、当法人の理事等から、職務の執行状況等について報告を受け、ま

た随時説明を求めました。 

 

２．監査の結果 

（１） 事業報告書等の監査結果 

① 事業報告は、法令及び定款に従い、当協会の状況を正しく示しています。 

② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令及び定款に違反する重大な事

実は認められません。 

（２） 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録等の監査結果 

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録等は、当協会の財産及び損益の

状況をすべての重要な点において適正に表示しています。 

 

令和４年 月  日 

一般社団法人 東日本プラスチック製品工業協会 

 

 

              監  事                 ○印 

                    

                                    

 

 

              監  事                 ○印 

                    

                                    

                          

 

              監  事                 ○印 
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第３号議案 

令和４年度事業計画（案） 
 

事業活動基本方針 
 令和３年度は１年延期されたオリンピック・パラリンピックが開催されたものの、新型コロナウ

イルス感染症禍での開催であったこともあり、景気回復への影響は限定的なものとなってしまいま

した。また、新たな変異株の発生からコロナ感染者も年明け以降増加傾向が見られ、現在において

も収束には至っていません。また、海外に目を向けてみますと、ロシアのウクライナ侵攻による政

情不安が最近では最も大きな問題となっています。 
我々のプラスチック業界を見てみますと、昨冬の米国の異常低温に端を発した原材料価格の上昇

に、ナフサ価格の上昇があいまって仕入れへの負担が相当重くのしかかってきています。さらに、

最近は円安傾向が続いており、原材料のみならず電力代金の上昇も懸念されています。 
このように当プラスチック製品製造業界を取り巻く環境は、大変厳しい状況にあります。４

月１日には『プラスチック資源循環促進法』(正式名称「プラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律」が施行されました。その有用性から私たちの生活に不可欠となっているプラスチック

という素材を、これまでにも増して、環境に十分配慮して製品にしていかなくてはなりません。そ

うしたためにも、当工業協会の会員相互の情報・知識を結集し、安全なプラスチック製品を環境に

配慮した上で、安定して社会に供給していけるよう積極的な活動をしていきたいと考えております。   
 

１．令和４年度の重点事業   

(1) ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)を意識した事業の推進 

①カーボンニュートラルを実現するための仕組みづくり 

 プラスチック資源循環促進法への的確な対応 

②海洋プラスチック問題への真摯な取組み 

③質の高い教育の確保⇒技能検定・能力開発事業の推進 

(2) オンライン（Ｗｅｂ会議等）の積極的活用 

(3) 新型コロナウイルス感染症にかかる適切かつ十分な対応 

(4) 既存会員へのサービスの充実と新規会員獲得の仕組み作り 

(5) 行政等の各種支援策に関する情報収集と伝達 

 

２．経営強化及び業界振興促進事業 

(1) 魅力ある新たな協会事業の推進 

(2) 防災対策・感染症対策の推進・・・BCP(事業継続計画)策定の推進 

(3) 従業員確保に向けての情報の収集・提供・・・外国人受入れへの円滑な対応 

(4) 事業承継に係る相談の体制づくり・・・廃業等による会員数の減少を阻止する。 

(5) IoT ミドルウェアの普及の推進 

(6) 会員アンケート調査に基づく業界の要望事項の取りまとめと行政への働きかけ 

 

３．能力開発・技能検定事業の推進 

(1) 能力開発、技能向上講座の実施 

 ① 新入社員基礎技術講座の実施 

 ② プラスチック成形通信教育講座の実施 

 ③ 在職者技能向上講座の実施 
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 ④ 指導講師の確保 

(2) 技能検定の実施及び啓蒙 

 ① プラスチック検定制度の円滑な実施に向けての体制を構築 

 ② 随時 2・3級プラスチック検定制度への円滑な対応 

 ③ 特定技能資格による外国人の受入れ制度への対応 

 ④ 検定委員の確保 

 ⑤ 神奈川工業会(今年３月解散)の検定受検者への対応 

 

４．法定事業の推進に関する事業 

(1) 下請代金支払遅延防止法の普及 

下請取引ガイドライン（自動車、化学産業他）に係る情報提供 

(2) 国際規格（ISO 等）、規制（RoHS 指令等）及び日本工業規格（JIS）に関する情報提供 

(3) 家庭用品品質表示法に基づく適正表示に関する情報提供  

     

５．広報及び刊行事業 

(1)  「ＡＰＭニュース」の刊行と内容の見直し 

(2)  協会ホームページのコンテンツの充実 

(3)  書籍の斡旋 

 

６．共済事業 

東日本プラスチック製品工業（協）を通じて、ＥＴＣカード・ガソリンカード事業、タオルや

作業服等諸物品の斡旋販売を実施 

 

７．部会・委員会・研究会等 

(1) 会務系（必要に応じて随時開催） 

 ① 総務委員会 

 ② 共済事業委員会 

 ③ 環境委員会 

④ その他委員会 

(2) 事業系（必要に応じて随時開催）              

① 能力開発推進委員会 

② 技能検定運営委員会・技能士委員会 

 ③ 製品技術部会 

④ 青年経営研究会 

  ⑤ ＡＰＭ会 

 

８．組織の運営 

(1) 総会の開催（例年５月開催を予定、必要により臨時総会を開催） 

(2) 理事会の開催（随時） 

(3) 幹部会の開催（随時） 

(4) 支部会 （随時） 
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９．関係諸機関との連携、協力 

(1) 関係官庁との緊密な連携 

(2) 全日本プラスチック製品工業連合会との連携・協力 

(3) 中央職業能力開発協会・東京都職業能力開発協会との連携・協力 

(4)  東日本プラスチック健康保険組合及びトープラ企業年金基金との連携、協調 

(5)  その他関係業界及び団体との連携、協調 



第４号議案

【収入の部】 (単位：円)

大　科　目 中　科　目 小　科　目
会 費 収 入 27,191,400 26,892,000 299,400

会 員 会 費 24,230,400 24,843,000 △ 612,600
正 会 員 会 費 16,160,400 16,803,000 △ 642,600 会費収入

賛 助 会 員 会 費 6,374,000 6,344,000 30,000 　　〃

団 体 会 員 会 費 696,000 696,000 0 　　〃

特 別 会 費 1,000,000 1,000,000 0 広告収入他

新規入会会費 1,300,000 400,000 900,000
入 会 金 100,000 100,000 0
入 会 者 会 費 1,200,000 300,000 900,000

部 会 等 会 費 1,661,000 1,649,000 12,000
青 年 経 営 研 究 会 1,205,000 1,205,000 0 部会会費

製 品 技 術 部 会 456,000 444,000 12,000 　　〃

事 業 収 入 30,346,400 21,671,552 8,674,848

教 育 事 業 費 20,626,400 13,911,552 6,714,848
能 力 開 発 13,537,900 9,893,552 3,644,348 維持費

技 能 検 定 7,088,500 4,018,000 3,070,500 協力金他

一 般 事 業 費 5,100,000 3,100,000 2,000,000
成 形 品 販 売 手 数 料 5,000,000 3,000,000 2,000,000
資 料 配 布 手 数 料 100,000 100,000 0 刊行物等

部会別受託費 4,620,000 4,660,000 △ 40,000
技 能 士 会 事 務 料 200,000 200,000 0 事務受託料

協 同 組 合 事 務 料 720,000 760,000 △ 40,000 　〃

連 合 会 事 務 料 3,700,000 3,700,000 0 　〃

雑 収 入 82,164 57,043 25,121
預 金 利 息 16,164 6,043 10,121
雑 収 入 66,000 51,000 15,000

特 定 預 金
取 崩 収 入 0

引 当 金 取 崩 0
(A) 57,619,964 48,620,595 8,999,369

24,943,893 21,940,704 3,003,189
(B) 82,563,857 70,561,299 12,002,558

前 期 繰 越 収 支 差 額
収 入 合 計

令和４年度予算報告書

収支予算（案）

令和４年４月１日から　令和５年３月３１日まで

勘　　　　　定　　　　　科　　　　　目
令和３年度予算額

当 期 収 入 合 計

差　　　　異 備　　　　考令和４年度予算額
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【支出の部】 (単位：円)

大　科　目 中　科　目 小　科　目
管 理 費 29,190,000 28,850,000 340,000

人 件 費 20,600,000 20,500,000 100,000
給 与 手 当 17,000,000 17,000,000 0 人件費

福 利 厚 生 費 3,600,000 3,500,000 100,000 社会保険料他

事 務 費 1,300,000 1,060,000 240,000
通 信 運 搬 費 600,000 500,000 100,000 電話、切手等

印 刷 費 200,000 200,000 0 一般印刷

備 品 消 耗 品 費 200,000 200,000 0 事務用品

リ － ス 料 300,000 160,000 140,000 事務機リース料

事 務 所 費 5,500,000 5,500,000 0
借 室 料 5,200,000 5,200,000 0 室料

事 務 所 経 費 300,000 300,000 0 共益費等

諸 支 出 金 1,790,000 1,790,000 0
旅 費 及 び 交 通 費 100,000 100,000 0 地方及び都内

団 体 負 担 金 540,000 540,000 0 連合会出張費

渉 外 費 200,000 200,000 0 慶弔費、交際費

顧 問 料 400,000 400,000 0 税理士報酬

租 税 公 課 300,000 300,000 0 消費税

雑 費 250,000 250,000 0 その他経費

事 業 費 29,442,160 25,407,370 4,034,790
会 議 費 2,060,000 1,860,000 200,000

総 会 費 1,000,000 1,000,000 0 開催費等

新 年 会 費 500,000 300,000 200,000 新年会経費

役 員 会 費 550,000 550,000 0 理事会費

部 会 ・ 委 員 会 費 10,000 10,000 0 委員会会議費

一 般 事 業 費 7,262,000 6,762,000 500,000
成 形 品 材 料 仕 入 2,000,000 1,500,000 500,000
労 務 改 善 費 10,000 10,000 0 従業員表彰他

調 査 研 究 費 270,000 270,000 0 書籍、調査費

刊 行 事 業 費 1,000,000 1,000,000 0 ＡＰＭニュ－ス

諸 手 当 1,500,000 1,500,000 0 人件費

諸 会 費 1,600,000 1,600,000 0 連合会費等

支 部 経 費 782,000 782,000 0 支部還付金

法 人 税 等 100,000 100,000 0
部会別事業費 20,120,160 16,785,370 3,334,790

青 年 経 営 研 究 会 1,640,000 1,540,000 100,000 個別事業費

製 品 技 術 部 会 925,000 925,000 0 　　　〃

能 力 開 発 9,952,760 9,117,370 835,390 　　　〃

技 能 検 定 7,602,400 5,203,000 2,399,400 　　　〃

特定預金支出 1,000,000 1,000,000 0
退 職 引 当 費 1,000,000 1,000,000 0

予 備 費 550,000 550,000 0
予 備 費 550,000 550,000 0

(C) 60,182,160 55,807,370 4,374,790
(A)-(C) △ 2,562,196 △ 7,186,775 4,624,579
(B)-(C) 22,381,697 14,753,929 7,627,768次 期 繰 越 収 支 差 額

差　　　　異
勘　　　　　定　　　　　科　　　　　目

備　　　　考令和３年度予算額令和４年度予算額

当 期 支 出 合 計
当 期 収 支 差 額
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予算書総括表

令和５年３月３１日まで）

【収入の部】 (単位：円)

科　　　　　　　　　　目 合　　　　      計
本 部 会 計

青 年 経 営
研 究 会

製 品 技 術 部 会 能 力 開 発 技 能 検 定

会 費 収 入 27,191,400 25,530,400 1,205,000 456,000

事 業 収 入 30,346,400 9,720,000 13,537,900 7,088,500

部 会 振 替 4,115,600 4,115,600

雑 収 入 82,164 8,000 200 200 68,000 5,764

前 期 繰 越 収 支 差 額 24,943,893 12,501,299 4,935,945 3,658,825 2,052,088 1,795,736

合 計 86,679,457 51,875,299 6,141,145 4,115,025 15,657,988 8,890,000

【支出の部】 (単位：円)

科　　　　　　　　　　目 合　　　　      計
本 部 会 計

青 年 経 営
研 究 会

製 品 技 術 部 会 能 力 開 発 技 能 検 定

管 理 費 29,190,000 29,190,000

事 業 費 29,442,160 9,322,000 1,640,000 925,000 9,952,760 7,602,400

本 部 振 替 4,115,600 110,000 45,600 3,000,000 960,000

特 定 預 金 支 出 1,000,000 1,000,000

予 備 費 550,000 500,000 50,000

次 期 繰 越 収 支 差 額 22,381,697 11,863,299 4,391,145 3,094,425 2,705,228 327,600

合 計 86,679,457 51,875,299 6,141,145 4,115,025 15,657,988 8,890,000
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　　　　　収　　　　支　　　　予　　　　算

　　　　　収　　　　支　　　　予　　　　算

令和４年度収支

（令和４年４月１日から

　　　部　　　　　門　　　　　別

　　部　　　　　門　　　　　別



 

 36  

第５号議案   

役員改選の件 
令和４、５年度 理 事 、 監 事 （ 案 ） 

                                （敬称略、順不同） 
  理  事      池 下 龍一郎       不二プラスチック 株式会社 

々        大 野 泰 昭       株式会社 石黒製作所 
々        住 田 嘉 久       日ノ出樹脂工業 株式会社 

々        野 坂 晃 司       大栄 株式会社 
々        村 口 公 浩       株式会社 高福化学 

々        佐 藤 義 明       株式会社 イガラシコーカ 
々        嶋 田 修 二       浅間合成 株式会社 

   々        内 藤 隆 夫       平和工業 株式会社 
   々       〇石 川 忠 彦       天昇電気工業 株式会社 

々        山 下 慎一郎       山下電気 株式会社 
   々        渋 谷 脩 己       有限会社 開成工業 

々        平 塚 隆 文       株式会社 三光社 
々        伊 藤 宏 使       株式会社 ヒロプラス 

々        上 村 俊 彦       かみむら化学 株式会社 
   々        曽 我 部   大       株式会社 新上 

   々        長 島 勝 敏       株式会社 千葉工業所 
々        原 田 裕 司       大塚産業 株式会社 

   々        植 田 好 司       株式会社 植田電器製作所 
々        河 合 清 美       河合電子工業 株式会社 

   々        小 菅 惠美子       株式会社 荒川樹脂 
々        佐 藤   昭       株式会社 サトーゴーセー 

 々        滝 口   裕       株式会社 滝口製作所 
   々        福 田 晴 通       旭モールディング 株式会社 

   々        腰 越   稔       協和精工 株式会社 
   々        関 根   忠       株式会社 ミクロ精工 

々        早 川 聖 人       株式会社 日新化成 
   々        肥 後 武 展       株式会社 リーデンス 

   々        平 田 照 雅       平田精工ジャパン 株式会社 
々        内 山 三 男       長野県プラスチック工業会 

   々        長谷川 矩  之       群馬県プラスチックス工業振興協会 
   々        武 田 久 徳       茨城県プラスチック振興会 

   々        大 山   剛       新潟県プラスチック工業振興会 
   々        池 添   亮       栃木県プラスチック工業振興会 

   々       〇佐 藤 正 幸       福島県プラスチック工業会 
   々        八 尋 一 恭       一般社団法人東日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品工業協会 

  監  事      古 澤 正 弘       株式会社 フルプラ 
   々        谷   和 雄       有限会社 大里化工 

   々        野 邊 弘一郎       エンゼル産業 株式会社 
○は今回 新理事候補の方々 


